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感染症定期報告に関する今後の対応について  

1基本的な方針  

運営委員会に報告する資料においては、  

（l）文献報告時、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。  
吻8月の運営委員会において、㌧国内の輸血及び血痕分画製剤の使用した個別症例の   

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会   

に提出する取扱いとされた。これにより、．感染症定斯報告に添付される過去の感   
染症発生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用す   

ることとすること。  

2 具体的な方法  

（1）感染症定期報告の内容は、原則、すべて運営委員会委員に送付することとするが、   

次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができ  

るようにする。   

①研究報告は、鴫畳を作成  

し、当該一覧表に代表的なものの報告様式（別紙様式第2）及び該当文献を  

添付した「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。   

②感染症発生症例報告のうち、登型星垂加盟担塵盈による  

症廟は、同一製品毎に報告期間を代表する丞幽遠  

旦⊥をまとめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。   

③感染症発生症例報告のうち、釦睦塾生  

革製劃触度量  姓瑚こととする0た  
だし、運営委員会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについ  

ては、別途事務局が資料を作成する。  

（2）翼型相席染産畢生症例琴登については、国内で使用しているロット   

と関係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報   

の入手が困岸であるものが多く、必ずしも緊急性が高くな血  

また、国内症例に比べて個別症例を分析一評価することが難しいも   少なくない。  

のが多いため、蜘   

二辻二三娃」乳量筐皇⊥遜蚕豆宣ヱ旦 

（3）資料鱒要A及び旦挫望も宰成16年9月担運墓室幽  
ととする。   以後「感染症定期報告について  料 は廃止するこ  （目次）」資  
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感染症定期報告概要  

（平成19年7月25日）  

平成19年3月1日受理分以降  

A 研究報告概要  

B 個別症例報告概要   
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A 研究報告概要  

○ 一覧表（感染症種類毎）  

○ 感染症毎の主要研究報告概要  

○ 研究報告写  

研究報告のまとめ方について  

1 平成19年3月1日以降に報告された感染症定期報告に含まれ  

る研究報告（論文等）について、重複している分を除いた報告概要  

一覧表を作成した。  

2 一覧表においては、前回の運営委員会において報告したもの以  

降の研究報告について、一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の  

内容を添付した。   







妄言㌃丁盲妄  
感染症  

（PT）  

血対ID   
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い症例の報告を受けた。供血当時の検査では50プールNAT陰性  
だったにも関わらず、凍結検体がHBV個別NAT陽性となった供血  
者を特定した。この供血者の凍結血液40検体について個別NAT  
を行ったところ、陰性と陽性があった。合計6例の輸血後HBV感染  
が特定された。この供血者におけるHBVDNAの量は50コピー／mL  
未満から200コピー／mLの間で増減していた。供血前に個別NAT  
を行ったとしても、全てのHBVキャリアを排除できないことが示さ  
れた。  

．  

60248  
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ドイツ赤十字血液センターの供血者10000名を、現行のPRTSM⑧  

HBcおよび新規PR［SM⑧Hbcore検査を用いたHBc抗体のスクリー  
ニングを実施し、診断感度および特異性を調べた。両者とも約  
1．8％がHBc抗体陽性であることを示し、感度は同等であったが、特  

異性はPRJSM⑧Hbcoreの方が有意に高かった。この検査が陽性  
であった188検体について、さらに7種類の抗日Bc検査、2種類の抗  

日Bs検査、1種類の抗Hbe検査、3種類のHBVNAT検査を行って、  
検査結果を比較した。  

B型肝炎l託X2…写：…諾06；  

2007／03／30掩1061  

9  
健康歴の問診によって供血延期となった供血者497名を、4つの米  
国赤十字血液センターで募集し、血液感染症の血清マーカーにつ  
いて血液検体を検査した。その結果、ウイルス肝炎リスクおよび  
静注薬物使用歴に関する標準的な供血着用問診にて供血停止と  
なった供血者は、供血停止とならなかった供血者よりも肝炎マー  
カー陽性率が高い場合が多かった。その他のマーカーおよび質  
問について有意な知見は認めなかった。  

2007／03／30掩1061  

70034  
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2007／04／27170150  
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60248  

C型肝炎lぎ諾‡諾笠 。，，  

2007／03／30掩1061  
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254例のE型肝炎ウイルス感染例を集め、これを解析した。その結  
果、以下の知見を得た。1）HEVは全国に浸透している。2）感染者  
の多くは中高年（平均年齢約50歳）で、男性に多い。3）我国に土  
着のHEVの遺伝型は3型と4型である。4）年齢と肝炎重症度に相  
関がある。5）遺伝型は4型が顕在化率も重症化率も高い。6）発症  
時期が無季節性である。7）感染経路は、動物由来食感染が約  
309も、輸入感染が89も、輸血感染が29ふ、不明が約609らであった。  

384－391   

チェコ共和国における静注免疫グロブリン（lVfG）投与患者の血清  

中におけるHGV陽性率を調査し、HGV陽性に関係したリスクを検  
討した。IVIG投与患者86例の内20例（23％）が、HGVRNA陽性で  
あった。その内3例には肝機能検査値の緩やかな上昇が認めら  
れ、また1例は慢性リンパ性白血病であったが、1ⅥG投与前に診  
断されていた。Ⅰ∨IG投与患者のHGV感染率は高いが、肝疾患又  
はリンパ増殖のいずれの兆候とも関連していないと結論付けられ  
る（「  

2007／05／22170198  12  



2000年一2月から2001年10メ引こ輸血を受けたウガンダの】く呂mPala  

の患者18＝例のうち、輸血前にとトヘルペスウイルス8型け旧∨－  
8）血清陰性であった患者991伊」について追跡調査を行った。その  
うち43射425例）にFJHV－8血清陽性血が輸血された。991例中41例  
に日日V－8セロコンパ■－ジョンが起こったが、セロコンバージョンのリ  

スクは陽性血を輸血された患者の方が陰性血を輸血された患者  
より有意に高かった．〕  

莞幾層l番号  

禿前7両万円前面オ  
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碧恋語要語空曹華璧禁繋聖藍変慧莞1‾‾う‾云  

88／Olセイの確認に関するガイドライン。市販キットを使用する際の注意  
月211事項、血焚プール試験のためのSOPなどが述べられている  

2002年の国連レポートや米国国家情報会議は、中国には約100  
～200万人のH］V／AtDS患者がおり、感染爆発の危機が迫ってい  
るとしたが、2006年までの生存患者数は65万人と見積られた。感  
染規模の過大な予測から、中国では様々な問題が生じた。  
HrV／AIDS対策に多大な予算を掛けたために、喫煙、結核など他  
の健康問題への対策が十分ではなかった。中国でのHⅣ／A）DS対  
策はハイリスク地域を中心に行うべきである。  

2007／05／′29170215  t2007；  

21－623  14  

angulnis  2007／04／′23け0089  

2007／03／30161061  

eb   

2006年9にとを、厚生労働省のエイズ研究班が確認したことが9月3日分  

かった。厚労省は、医療機関や保健所などが実施している検査で  
2型の感染を見逃さないよう、検査の徹底を求める通知を出した。  
川V2型の感染が確認されたのは、過去に西アフリカで輸血を受け  
た経験がある男性である。同省は「滞在していた地域では2型が  
流行しており、現地での輸血が感染原因とみられる」としている。  

業第】日本人初のHIV－2感染者が確定された。男性は過去に西アフリカ  2007／03／27161024  

に渡航し、現地で輸血した経験があるため、これが感染経路と見  
年9月61られている。厚労省は、2型の検査も確実に行い、検査漏れがな  

いよう、各都道府県に通知した  

2006；  16  
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アルツハイマー病患者、またはβ－アミロイド前駆体タンパク質  
（APP）発現トランスジェニツクマウスから得たアミロイトβ（Aβ）含  

有脳抽出物の希釈液を大脳内に注射すると、APPトランスジェ  
ニツクマウスに、時間と濃度に依存した大脳内のβ－アミロイドー  
シスとそれに伴う病変を誘発した。脳抽出物のシーディング活性  
は、Aβ免疫除去、タンパク変性、またはAβを宿主に免疫するこ  
とによって、低下または消失した。外因性に誘発させたアミロイ  
ドーシスの表現型は、宿主と誘導物質の両者に依存した「  

78ト1784   



壬三宅ざレ既設慧  

18   2006年12月18日付で、カナダ血液サービスは供血者が供血前に  
記入する供血記録の問診事項に一部修正を加える。カナダ保健  
局の指示により、ヒト以外の霊長類（サル、ヒヒ、チンパンジー、ア  
カゲザル、あるいはその血液や唾液）との職業的接触に関する質  
問を追加した。サル泡沫状ウイルス（SFV）に関する認可された棲  
準検査法がないため、供血者がこの質問に「はい」と答えた場合  
は無期限に供血延期となる。研究所で霊長類を扱う人、獣医師、  
動物園職員などが延期対象となるだろう。  

2006年12月中旬にケニア保健省に発熱と全身出血と伴った原因  

不明の死亡例数例が北東部のGarissa地区から報告された。12月  
20日までに計11例の死亡例が報告された。患者19例中10例の血  
清からリフト／（L／一熟（RVF）ウイルスRNAまたはRVFウイルスに対  

するIgM抗体が検出された。黄色熟、エボラ、ケノミアーコンゴ出血  
熱、デングウイルスには全ての血清検体が陰性であった。6検体  
からRVFウイルスが単離され、確定された。2007年1月25日現在、  
死亡118例を含む404症例が報告されている。  
ヒトポカウイルス感染の疫学的プロフィールおよび臨床的特徴を  

調べるため、2歳未満の小児のヒトポカウイルスを調査した。直接  
的免疫蛍光試験でRSV（respiratorysyncytia＝′irus）、パラインフル  
エンザウイルス（ト3型）、インフルエンザAおよぴB、並びにアデノ  
ウイルスが陰性であった425名中22名（5．2％）がPCRでヒトポカウイ  
ルス陽性であり、無症候であった96名では陽性者はゼロであっ  
た。この試験期間中、2つの異なる遺伝型が見られた。  

2007／03／29】61043  

60234  

2007／03／23  

60248  

忘妥レスl還誓㌫223・3  

2007／03／30161061  

2007／03／30掩1061  
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宇 感染症  

出室注 Pr仁IMED－  

部に居住あるいは滞在中の人々に、蚊に注意するよう呼びかけ  
た。西オーストラリア大学が実施するサーベイランスプログラムに  
よって、今年の雨期に初めてクンジンウイルスが確認された。クン  
ジンウイルスは、蚊によって媒介されるウイルスで、マレーバレー  
脳炎（MVE）ウイルスと同じグループに属する。   

に 
23  

と、このうち1例はMab南to地区で発生したとのことである。当局  
は、LaConvencion郡に向かう人全員を対象とした黄熟のワクチン  
接種キャンペーンを含む危機管理計画の策定を決定した。  

血封胞  

7002：〕  （PT） ウイルス  

感染l呂震】200702柏0  

2007／04ノ′26170137  

全血輸血により、サルfoamyウイルス（SFV）感染が起こるかをアカ  2007／03／′28161037  

感染  は006；46：1352－げザルを用いて調べた。自然感染ザル2匹の全血を、各々、レトロ  

ウイルスを持たないサル2匹に輸血したところ、1匹のドナーからの  

レシピエントでは感染し、もう1匹のドナーからのレシピエントは感  

染しなかった。ヒトでのSFV輸血伝播の可能性が示された。  

24  輸血により、サルfoamyウイルス（SFV）感染が起こるかをアカゲザ  
ルを用いて調べた。感染ザルの血液を非感染ザルに輸血したとこ  
ろ、輸血されたサルの血液から8週後にプロウイルスDNAが検出  
され、その1週間後にセロコンバージョンが起こった。血しょう中に  
検出限界下限のSFVが検出された。また感染29週目に唾液中に  
SFVが検出された。輸血によりSFVが感染することが初めて示さ  
れた。  

2007／04／24170105  

70015  
巴ブ誉票監禁慧慧ま三宝三甲ヱ莞だ璧ノ三盟ル125  

ウエストICDC／MMWR  2007／04／25け0‖3  

施されておらず、…ATトリガづ促進  

26  字‡荒らl慧誓㌫214．3に3監浩志謡認諾霊㌶諜諾需㌫雪空窪  2007／03／30161061  

死亡例は146例だった。また、ウマ、トリ、蚊からのウイルス検出が  

報告されている。  
イルス  ほ10  

27  ウエスト Transfusion  

ナイルウ 2006；46二2036－   

イルス  2037   

ウエストナイルウイルス（WNV）が輸血感染するとの言忍識により、  
米国とカナダではウイルスRNAに関する供血者の検査が迅速に  
導入された。最近の分析ではこの検査は費用対効果が低いと指  
摘されている。Custerらは、ミニプール検査と一部個別検査を組  
み合わせた通年の検査は、．費用対効果は低いが血液安全のため  
には最善の選択であるとしている．。一方Kor、／eSらは、検査の削減  
を提唱しているり検査の効率性を問う必要はあるが、W卜】∨スク  
リ→ニングを行うイ也の方法がないかを検討することも重要である。  

il  



症  
出典   概要   

つ  
テ  VoxS訓1g2006；  米国で供血後に古典的CJDを発症した個人を特定し、受j   
ト・  91（Suppl．3）：  追跡調査を行った。2006年2月までに、古典的CJDで死亡   
病  68－69   血者31名が試験に登録され、384名の受血者が特定されこ  

を行ったところ、古典的CJDが輸血を介して受血者に伝招  
う証拠は示されなかった。本研究は、1995年に米国の大夫  
供給システムと疾病対策予防センター（CDC）により開始三  

続中である。  

トリ  YOM［URl   千葉県の船橋市立医療センターは22日、同県内の50歳車   
感  ONLINE（2007  が、主に牛の病気の原因とされる「気腹症菌」に感染し、否  

年2月22日 読  ことを明らかにした。人への感染が報告されたのは世界初  
売新聞）   る。気腫症菌は傷口などから動物の体内に入り、筋肉が重  

「気腫痘」を発症させる。同センターは、「気腫痘菌は人に  
しないというのがこれまでの常識だった。詳しい感染経路∃  
ことが今後の課題」としている。   

ザ（産経新  千葉県の船橋市立医療センターは22日、2006年2月に搬う   

感  
23日   2007年2月22日に発表した。人への感染が報告されたのl  

である。  

グ‾‾  
イ   
；染  大きい5つの州では896500例以上の疑い例が報告されて  

部の州からは1例も報告されていない。ヨーロッパの多数（  
輸入症例が報告されている。感染の拡大防止ならびに特・  
抗ウイルス薬とワクチンの開発が急務である。  

グ‾‾  

イ   が、テクングニヤ熱に感染していたと発表した。国内で日；   
妄染  感染が確認されたのは初めてである。女性は2006年11月  

スリランカで発熱し、現地でチクングニヤ熱かデング熱と毒  
た。女性はすでに症状は回復し、在住するスリランカに戻t  
る。厚労省によると、テクングニヤ熱は発熱や関節炎、卦  
が特徴で、死亡率は極めて低い。蚊を介して感染し、人か  
の感染はない。  

Weekly  FDAがシヤーガス病の供血者スクリーニング検査試薬を毒  

症   
12（43）：卜2  導入とその期間を決定し、供血者と受血者のフォローアツ  

めのガイダンスを提供するのに役立つよう、協会公報＃06  
月14日に発表した。具体的な勧告内容は、出荷停止、遡j  
自己血輸血で繰り返し検査陽性となった場合の成分製剤  
認可、供血延期措置、通知、確認試験、供血者の医学的‘  
ための供血延期などの事項が盛り込まれている。  

q  

症   
798－800   l例は心不全で死亡した。両例ともドナーがTrypanosoma  

染者であったことが明らかとなった。米国における固形臓  
によるT．cruz伝播としては4例日と5例目になる。   

28  七の男性  
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